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We base our playing of musical pieces on some kinds of grounds, one of which is interpreting
a musical piece based on the result of an analysis. This paper analyses and interprets Johann
Sebastian Bach’s Die Dreistimmige Sinfonien － Sinfonia 12 A dur BWV 798.
Both the structure of the musical piece and the elements that make up the theme and the
counter voice were examined in detail to clarify how these elements have been used aside
from as theme and counter voice.
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By reading the intention of the composer through this analysis, the tempo, the climax, the
dynamic and the articulation is set, to show an example of the music performance.
はじめに
この小論に先立ち、「J.S. バッハ作曲『二声インヴェンション』1）の楽曲分析と演奏解釈」2）と
題し､「第 1番 ハ長調 BWV 7723）」から「第 11 番 ト短調 BWV 782」までの 11 曲を、「豊
橋短期大学研究紀要 第 2号」から「同第 12 号」の各号に、それぞれ楽曲分析し演奏解釈した。
また、「第 12 番 イ長調 BWV 783」から「第 15 番 ロ短調 BWV 786」までを、「豊橋創造大
学短期大学部研究紀要 第 14 号」から「同第 17 号」に、同じく楽曲分析し演奏解釈した。続い
て、「J.S. バッハ作曲『三声シンフォニア』の楽曲分析と演奏解釈」と題し、「第 1 番 ハ長調


















「Sinfonia 12」は、31 小節で構成された曲である。テーマは、7 回現れ、ストレッタはない。
テーマには、対旋律が配され、フーガ的な作りになっている。ただし、対旋律は、最初の原形を
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保つことなく変奏が加えられて出現している。「W.F. バッハのための小曲集」4)において、この
「Sinfonia 12」にあたるのは、57 番めの曲で「Fantasia 9」（BWV 798）と題されている。双方に
は、表Ⅰに示した 4か所に違いが見られる。




3－ 2－ 1．第 1部の楽曲分析
1）主題１～２の分析
・１～２上声部には、八分音符と十六分音符でA dur8）の主音A音を飾る刺繍音の要素（a）
と、十六分音符でA dur の属音 E音を間に挟んで主音から属音まで順次上行する要素（b）
からなるテーマ（T）がある。（b)は、十六分音符で上行していくが、属音に登り切ったとこ





「Sinfonia 12」 「Fantasia ９」
８ 5） 下声 4拍め Fis 音6） H音 ８ 下声 4拍め Fis 音
13 中声 1～2 拍め 八分音符と十六分音符で
Eis 音 Eis 音 Fis 音 Gis 音 Fis 音 Eis 音
13 中声 1～2拍め 二分音符で Eis 音
15 中声 1拍め 十六分音符で Fis 音 15 中声 1拍め 八分音符で Fis 音
20 下声 3～4 拍め 21下声 1～2 拍めと同じ
高さのA音
20 下声 3～4 拍め 21下声 1～2 拍めの
A音の 1オクターブ下のA音
第１部 １～15 （14）
主 題 １～２ （2）
主 題 ３～４ （2）
主 題 ５～７ （2.5）




主 題 15～18 （3.5）
間奏３ 18～20 （2.5）
間奏４ 21～23 （3）
主 題 24～25 （1.5）
主 題 25～28 （3）
間奏５ 28～31 （3.5）







で鳴らす形に変形させた(c2)を E dur に終止した後に、（c1）をリズム的に少々変形した（c3）
が続き、４後半では主調A dur に戻っている。






符・付点四分音符が続く形に変形された対旋律（G2）である。ここではA dur の音階が 1オ
クターブ順次下行し、A音から始まりA音に収まっている。（G2）の後には、下声部の追句























行する形で、4回ゼクエンツしている。間奏に入って、すぐに f moll となり、E dur、A dur、
f moll と、間奏 1の間に細かく転調する。
・９～12中声部は、（a’）と二分音符が交互に組み合わされて、上声部と同じく 2度ずつ下行す
る形で 4回ゼクエンツしている。上声部と中声部は掛け合いの形になっている。









・13～15下声部は、f moll の属音であるCis 音を長く保った後、（c1’）の変形（c1”）を置いて、
第 1部を終えている。












・15～18下声部は、f moll の（T）である。この（T）に続く追句は、４中声部と同じ（ c1）で
ある。ここでの（ c1）は、2度ずつ上行するゼクエンツを 4回行っている。したがって、４の
追句の 4倍の長さとなっている。追句で、主調A dur に戻っている。
2）間奏 3 18～20の分析
・18～20上声部は、（a’）を鳴らした後、四分音符で対旋律を思わせる動き（g1）をして、中声
部の（a’）に対している。（g1）の後には、（ c1）の下行する音階を引き伸ばした（ c1 ×）が続
いている。20の最後の拍では、D dur の属七のアルペジオ（d）を置き、間奏 4に入っている。
・18～20中声部は、（a’）を 2度ずつ上行しながら 3回ゼクエンツしている。20では、二分音符
でA dur の属音の E音を鳴らした後、休符となっている。
























東海学園大学紀要 第 20 号36
度ずつ下行しながら、変形なしのゼクエンツを 3回行っている。









・28～31下声部は、A dur の属音 E音の保続音を 3小節に渡って鳴らし、カデンツに入って、
上声部と中声部の 2オクターブ下のA音に終止している。
3 － 3．演奏解釈（譜 2参照）



















































筆者は、軽快だが少し落ち着きを持ったテンポ、「Allegro moderato a ＝ 92」をとる。




3 － 3 － 4．装飾音
「Simfonia12」（BWV 798）の原典版には、装飾音は付されていない。表Ⅲにあげた演奏では、
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1 分 14 秒
1 分 29 秒
1 分 15 秒
1 分 22 秒
1 分 22 秒
1 分 31 秒
1 分 28 秒
1 分 28 秒
1 分 23 秒
1 分 30 秒
1 分 24 秒
1 分 38 秒








3 － 3 － 5 － 1．第 1部の演奏解釈
1）主題１～２の演奏解釈




をかけ、次の cis 音にもって行く。（T）の後半は、音の上行に沿って少し cresc.する。それに
続く追句（c1）も音の上行に沿って cresc.し、そのまま３の（c2）へ続いていく。
・下声部は、（G1）の下行に沿ってゆったり cresc.し、２の 3～4拍で３のmf にもっていく。
2）主題３～４の演奏解釈
・上声部は、（c2）の音の上行と下行に合わせて軽く cresc.と dim.をする。４の 1～3 拍で E
dur の主音 E音に軽く納めて、（c3）は５の f にもって行くように cresc.する。




・上声部は、豊かな f で始め、（G2）の下行に合わせて納めるように dim.し、６の 3拍めのA
音に落ち着く。続く（g3 ×）は、主張せずに７の（T）の登場を促すように少し地味な音色
で奏す。
・中声部も、上声部同様、豊かな f で始め、（G3）の下行に合わせて納めるように dim.し、６






・上声部は、７の 2拍めの E音から、高らかに f で（T）を主張する。５の下声部で、全容を
現した（T）が、ここで開花する。８最後のH音が、この曲最大のクライマックスである。
このクライマックスのH音にむけて豊かに cresc.し、続く（ c1）で少し納める。










・上声部は、間奏 1の（a’）の動きと強弱の揺れを pの中で保ちながら、f moll に納めて第 1部
を終える。
・中声部は、上声部と同時に 1度（a’）を揺らした後、pであるが、太めの音で f moll のカデン
ツに入る。
・保続音のCis 音を、pの中で豊かに響かせ、f moll に納める。
3 － 3 － 5 － 2．第 2部の演奏解釈
1）主題15～18の演奏解釈
・第 2部の出だしは、全体的には、f であるが音量的には、少し控え目にする。上声部は、15の










・上声部は、（a’）を f で高らかにうたい、その後は、音形の下行に従って dim. していく。
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注
1）「二声インヴェンション」と「三声シンフォニア」という呼び名については、豊橋短期大学研究紀要第 2号
「J.S. バッハ作曲『二声インヴェンション』の楽曲分析と演奏解釈」藤本逸子 1985 年（以下「2号におけ
る小論」）の「『インヴェンション』について」の項を参照のこと。
2）本文中の作品名・書名・協調語句は、原則として「 」に入れて表す。
3）ＢＷＶ＝Bach-Werke-Verzeichinis W. シュミーダによる J.S. バッハの作品総目録番号。
4）「W.F. バッハのための小曲集」については、「第 2号における小論」の「『インヴェンション』について」
の項を参照のこと。
5）小節数は、数字を で囲むことによってあらわす。例：第 4小節め→４ 第 3小節めから第 10 小節め→
３～10
6）音名は、原則としてドイツ音名で表す。例：変ロ音→Ｂ音 嬰ヘ音→Fis 音
7）この小論における「Sinfonia 12」に関する楽譜は、Johann Sebastian Bach 2014 Inventionen und
Sinfonien Kassel: Bärenreiter-Verlag を用いている。国内においては、ベーレンライター社/カッセル
の出版物に基づいて制作されたライセンス版として、ヤマハミュージックメディアが発行している。
8）調名は、原則としてドイツ音名を用い、ドイツ音名の大文字は長調、小文字は短調を表す。例：ハ長調→
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a’ a’ a’ d
KO.P.
c1
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譜 2「Sinfonia 12」BWV798     ～    （演奏解釈）
１
４
７
10
13
１ 31
T のクライマックス
この曲最大のクライマックス
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16
25
22
19
28
第２部クライマックス
少々テンポをゆるめる
